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一

般

質

問

質問 答弁

六
月
定
例
会
で
は
、
六
月
二
十
七
日

（
水
）、
二
十
八
日（
木
）の
二
日
間
、
十
四

人
の
議
員
が
市
政
に
関
す
る
三
十
三
項
目

の
内
容
に
つ
い
て
、
通
告
順
に
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
・
附
属
機
関
・
選
挙

男
女
共
同
参
画
・
附
属
機
関
・
選
挙

公
金
収
納
・
財
政
・
市
職
員

公
金
収
納
・
財
政
・
市
職
員

福
祉
・
市
内
交
通
・
ま
ち
づ
く
り

福
祉
・
市
内
交
通
・
ま
ち
づ
く
り

ド
ッ
グ
ラ
ン
・
教
育
・
環
境

ド
ッ
グ
ラ
ン
・
教
育
・
環
境

芦屋市議会では、本年４月に実施した統一地方選挙で、車イス
で活動する議員が当選しました。これを機に、５月 日に開催し
ました議会運営委員会で、議会のバリアフリーについて協議し、
議場演壇とトイレの改修を行うことを決定しました。
議場演壇のバリアフリー工事は、改選後の初議会に間に合わせ

るよう工事を進めました。具体的には、議席と演壇の間を車イス
で移動できるよう、既存の段差にスロープを設置するとともに、
演壇にはリフトを設置しました。リフトは油圧式で、スイッチ操

作で センチメートルの高さまで無段階に持ち上げるもので、車
イスで活動する議員も自力で登壇し、発言ができるようになりま
した。
また、トイレの改修では、市議会のある南館３階に障がい者対

応のトイレがありませんでしたので、既存の３階南側のトイレを
障がい者対応のトイレに改修しました。
今回のバリアフリー化に要した費用は、演壇の改修工事とスロ

ープの設置に約 万円、トイレの改修工事に約 万円です。
新たに設置されたスロープとリフト新たに設置されたスロープとリフト

議場のバリアフリー化を実施しました
演壇にリフトを設置、議会内のトイレも改修

議場のバリアフリー化を実施しました
演壇にリフトを設置、議会内のトイレも改修

会派とは、議会内で同じ政策を持つ
議員の集団と言われています。本市議
会では所属政党とは別に会派を結成す
ることが慣例化しています。また、会
派は２人以上で構成することとし、１
人会派は認めていません。
会派制は、会派を単位とするため、

効率的な議会運営ができる利点があり、

本市議会では毎年３月に行っている市
長の施政方針に対する総括質問は、各
会派の代表者が行っています。
新議会では、５つの会派が結成され

ました。会派に属さない議員は３人で
す。
会派構成及び正副幹事長は、右表の

名簿のとおりです。

議会の動きから

会派の結成状況
議会の動きから

会派の結成状況

男
女
共
同
参
画
施
策
と

多
重
債
務
問
題
に
つ
い
て

イ
ー
ブ
ン

中
島
か
お
り

一
年
生
議
員
初
質
問

の
テ
ー
マ
は
男
女
共
同

参
画
施
策
と
多
重
債
務
。
第
二
次

芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

の
見
直
し
等
大
切
な
時
期
の
人
事

異
動
へ
の
配
慮
は
で
き
な
い
の
か
。

ま
た

男
女
が
共
に
生
き
生
き
と

働
き
続
け
る
た
め
の
条
件
整
備

と
し
て
婚
姻
に
よ
る
氏
の
変
更
後

の
通
称
使
用
状
況
や
、
男
女
共
同

参
画
条
例
制
定
へ
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。
多
重
債
務
解
決
の
た
め

の
部
局
間
の
横
断
的
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

人
事
異
動
で
は
、
職

員
の
知
識
・
経
験
・
適

性
等
総
合
的
に
判
断
し
て
実
施
し

て
い
る
。
婚
姻
後
に
旧
姓
を
使
用

し
て
い
る
職
員
は
現
在
数
名
い
る
。

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例（
仮
称
）

は
、
第
二
次
芦
屋
市
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画
で
条
例
制
定
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
年
度
中

の
条
例
制
定
を
目
指
し
た
い
。

多
重
債
務
解
決
の
横
断
的
な
取

り
組
み
で
は
、
近
々
関
係
課
で
構

成
す
る
連
絡
調
整
会
議
を
開
催
し
、

よ
り
一
層
連
携
を
図
り
た
い
。

附
属
機
関
等
の

会
議
録
の
整
備
を
早
急
に

イ
ー
ブ
ン

中
島

健
一

市
議
会
の
議
事
録
は
、

後
か
ら
閲
覧
し
会
議
の

内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
市
長
の
附
属
機
関
等
の

会
議
録
は
、
そ
の
体
裁
か
ら
さ
ま

ざ
ま
で
、
様
式
の
統
一
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
会
議
の
内
容
が
会

議
録
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
も
あ
る
。
早
急
に
改
善

す
べ
き
だ
。
会
議
が
非
公
開
で
も
、

そ
の
会
議
録
が
即
非
公
開
に
な
る

わ
け
で
は
な
い
。
会
議
の
場
で
、

公
開
非
公
開
部
分
を
き
ち
ん
と
確

認
す
る
手
続
き
を
し
て
い
る
の
か
。

会
議
録
の
記
載
内
容

の
統
一
や
委
員
名
公
表

の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
本

年
四
月
二
日
の
庁
議
で
、
会
議
録

等
の
書
式
を
統
一
し
、
公
開
さ
れ

た
会
議
で
の
会
議
録
中
の
発
言
者

名
を
原
則
公
開
す
る
よ
う
周
知
し

た
。
ま
た
、
非
公
開
や
部
分
公
開

の
会
議
で
は
内
容
の
一
部
を
伏
せ

る
な
ど
、
可
能
な
限
り
会
議
録
等

の
公
開
に
努
め
て
い
る
が
、
非
公

開
個
所
は
分
か
り
易
い
表
記
方
法

に
す
る
な
ど
改
善
し
て
い
き
た
い
。

ス
ム
ー
ズ
な
選
挙
運
営
と

投
票
率
低
下
防
止
案
を

創
政
ク
ラ
ブ

い
と
う
ま
い

先
の
市
長
・
市
議
会

議
員
選
挙
開
票
は
集
計

ミ
ス
で
遅
れ
た
が
、
事
前
に
開
票

・
集
計
演
習
等
を
し
て
い
た
の
か
。

失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
参

議
院
選
挙
へ
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。
市
民
参
画
の
手
段
で
あ
る
べ

き
選
挙
の
投
票
率
低
下
防
止
策
と

し
て
、
交
通
の
便
が
悪
い
地
域
で

臨
時
の
バ
ス
停
設
置
や
、
全
投
票

所
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設
置
し
投

票
所
が
自
由
に
選
択
で
き
る
制
度

等
、
投
票
意
思
が
あ
る
市
民
の
投

票
環
境
整
備
を
求
め
る
。

先
の
選
挙
で
は
事
前

演
習
や
芦
屋
市
独
自
の

時
間
短
縮
の
工
夫
は
行
っ
て
い
な

か
っ
た
。
七
月
の
参
議
院
議
員
選

挙
で
は
開
票
事
務
班
長
会
議
を
開

催
し
、
効
率
的
な
票
の
分
類
方
法

や
器
具
配
置
、
疑
問
票
等
の
審
査

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
た
い
。
ま

た
、
投
票
日
の
臨
時
バ
ス
の
運
行

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。
投
票
所

の
選
択
は
、
法
の
規
定
で
選
挙
当

日
の
投
票
は
定
め
ら
れ
た
投
票
所

で
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
実
施
は
困
難
で
あ
る
。

岩園保育所で岩園保育所で

カ
ー
ド
決
済
に
よ
る

公
金
収
納
に
つ
い
て

公
明
党

田
原

俊
彦

地
方
自
治
法
の
改
正

が
あ
り
、
自
治
体
の
公

金
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
、
納
付
書
や
口
座
振

替
中
心
で
な
く
、
カ
ー
ド
や
コ
ン

ビ
ニ
利
用
な
ど
多
様
な
決
済
手
段

を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
、
滞
納
解
消
、

利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。
市
立
芦
屋
病
院
や
公
共

施
設
で
の
カ
ー
ド
支
払
い
を
検
討

し
て
い
る
の
か
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
決
済
も
今
後

検
討
し
て
い
く
の
か
。

市
民
の
利
便
性
向
上

や
、
期
限
内
納
付
率
向

上
等
の
観
点
か
ら
、
軽
自
動
車
税

納
入
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
導

入
し
た
自
治
体
も
あ
る
。
し
か
し
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
支
払
う
手
数

料
や
シ
ス
テ
ム
開
発
経
費
等
の
課

題
も
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
決
済
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
含
め
、
他
都
市
の
導
入
状
況

を
調
査
し
て
い
き
た
い
。
市
立
芦

屋
病
院
で
の
カ
ー
ド
利
用
は
、
今

年
度
中
に
結
論
を
出
す
べ
く
検
討

し
て
い
る
。

市
は
財
政
難
で
は
な
い

市
民
の
た
め
に
税
金
を
使
え

無
所
属

長
谷

基
弘

市
の
借
金
（
実
質
公

債
費
比
率
）
は
全
国
ワ

ー
ス
ト
七
位
。
一
方
、
芦
屋
市
職

員
の
年
収
は
一
般
職
員
八
百
十
八

万
円
、
技
能
労
務
職
八
百
十
万
円

の
高
額
報
酬
に
な
っ
て
い
る
。
地

方
公
務
員
報
酬
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

ト
ッ
プ
第
十
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
。
一
般
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
平
均
年
収
は
四
百
三
十
六
万
円

で
あ
り
、
財
政
難
と
い
い
な
が
ら
、

す
で
に
職
員
手
当
の
一
部
を
上
げ

て
い
る
。
福
祉
や
教
育
で
削
減
し

た
も
の
を
先
に
元
に
戻
す
べ
き
だ
。

本
市
の
給
与
水
準
は
、

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が

平
成
十
八
年
度
は
九
七
・
四
で
阪

神
間
各
市
の
中
で
最
低
で
あ
り
、

決
し
て
高
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
手
当
は
、
平
成
十
八
年
度
の

人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
て
本
年
四

月
か
ら
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
た
。

職
員
給
与
は
財
政
状
況
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
国
、
県
、
近
隣
各
市

の
状
況
等
を
見
極
め
決
定
し
て
い

る
。
な
お
、
本
年
度
か
ら
国
に
準

拠
し
て
給
与
構
造
改
革
を
実
施
し
、

引
き
続
き
抑
制
に
努
め
て
い
る
。

休
息
時
間
の
廃
止
と
勤
務

時
間
の
延
長
に
つ
い
て

イ
ー
ブ
ン

松
木

義
昭

芦
屋
市
で
は
休
息
時

間
を
勤
務
時
間
の
初
め

と
終
わ
り
に
置
い
て
い
る
た
め
、

実
質
的
な
勤
務
時
間
は
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
十
五
分
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
休
息
時
間
に
つ
い
て

昨
年
三
月
に
総
務
省
が
国
家
公
務

員
と
同
様
に
廃
止
す
る
よ
う
全
国

の
自
治
体
に
通
達
を
出
し
た
。
県

内
四
十
一
市
町
の
う
ち
既
に
三
十

一
市
町
が
廃
止
し
た
が
、
本
市
で

は
存
続
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
再
三
取
り
上
げ
て
き
た
が
、

い
つ
か
ら
実
施
す
る
の
か
。

休
息
時
間
の
廃
止
と

勤
務
時
間
の
延
長
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た

っ
て
是
正
す
る
よ
う
指
摘
を
受
け

て
お
り
、
何
と
か
早
期
に
適
正
化

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

勤
務
時
間
等
の
勤
務
条
件
は
、
職

員
団
体
等
と
の
交
渉
事
項
と
な
っ

て
お
り
、
市
当
局
が
一
方
的
に
実

施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
早
期
実
施

に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
の

で
、
理
解
し
て
ほ
し
い
。

岩園保育所で岩園保育所で

高
齢
者
バ
ス
半
額
助
成
の

復
活
を

日
本
共
産
党

森

し
ず
か

高
齢
者
の
生
活
は
、

税
や
介
護
、
国
保
料
の

負
担
が
増
え
続
け
、
安
定
し
た
生

活
は
遠
の
く
ば
か
り
。

行
革

の
た
め
と
導
入
さ
れ
た
高
齢
者
の

バ
ス
三
千
円
の
助
成
券
制
度
は
、

利
用
者
が
増
え
、
以
前
の
半
額
助

成
制
度
の
予
算
に
近
づ
き
、
当
初

の
効
果
は
消
え
て
い
る
。

年
金
課
税
の
強
化
で
高
齢
者
の

負
担
増
に
よ
り
増
え
た
市
の
増
収

分
を
せ
め
て
高
齢
者
の
施
策
に
還

元
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
バ
ス
の

半
額
助
成
制
度
の
復
活
を
求
め
る
。

高
齢
者
か
ら
バ
ス
半

額
助
成
制
度
を
復
活
し

て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
現
在
の
市
の
財

政
状
況
で
は
、
復
活
は
難
し
い
が
、

今
年
七
月
に
は
阪
急
バ
ス
と
一
度

協
議
し
、
現
時
点
で
ど
の
程
度
の

財
政
負
担
で
復
活
が
可
能
か
確
認

し
た
い
。
そ
の
上
で
、
市
の
福
祉

施
策
全
体
の
財
源
の
中
で
の
優
先

順
位
や
、
既
存
の
事
業
の
整
理
も

含
め
て
、
工
夫
で
き
る
か
ど
う
か

考
え
て
い
き
た
い
。

誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
公
共
交
通
を

新
社
会
党

前
田

辰
一

南
芦
屋
浜
等
か
ら

の
市
立
芦
屋
病
院
へ
の

バ
ス
路
線
が
何
年
も
な
い
。
市
は

バ
ス
会
社
に
補
助
等
を
し
て
い
る

が
、
要
求
が
弱
腰
で
は
な
い
か
。

市
長
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導

入
を
平
成
十
八
年
度
施
政
方
針
で

明
ら
か
に
し
て
い
た
が
実
現
し
て

い
な
い
。
何
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
か
。

市
内
東
部
（
シ
ー
サ

イ
ド
や
大
東
町
等
）
か
ら
西
宮
西

部
（
夙
川
沿
い
）
・
山
手
幹
線
経

由
の
循
環
路
線
を
設
け
る
よ
う
、

事
業
者
に
働
き
か
け
る
べ
き
だ
。

こ
れ
ま
で
幾
度
も

要
望
し
て
お
り
、
阪
急

バ
ス
か
ら

今
後
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
は
検
討
す
る

と
の
回
答
を
受

け
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
等
検
討
委
員
会
で
は
、
バ
ス
交

通
に
関
す
る
問
題
解
決
が
重
要
で

あ
る
と
の
意
見
か
ら
、
路
線
バ
ス

活
性
化
等
を
議
論
し
て
も
ら
っ
て

い
る
状
況
で
、
早
期
導
入
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

阪
急
バ
ス

か
ら
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
が
、

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

今
後
も
協
議
、
要
望
し
て
い
く
。

入
札
制
度
と
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

イ
ー
ブ
ン

重
村
啓
二
郎

い
ざ
災
害

に
備

え
、芦
屋
市
は
現
在
災

害
時
の
応
援
協
定

を
建
設
と
水

道
の
各
組
合
と
結
び
、
重
機
の
提

供
等
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

一
方
、
現
在
の
入
札
制
度
で
は
、

市
内
業
者
が
受
注
し
に
く
く
な
り
、

消
防
団
員
も
芦
屋
で
業
を
営
ん
で

い
る
方
が
多
く
、
不
況
に
よ
り
団

員
が
減
り
続
け
て
い
る
。
こ
の
状

況
で
は

い
ざ
災
害

の
時
に

自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る

こ
と
が
、
よ
り
一
層
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

本
市
は
市
域
も
狭
く

事
業
者
の
数
も
限
ら
れ

て
お
り
、
市
内
事
業
者
に
限
定
し

た
発
注
・
調
達
に
は
限
度
が
あ
る
。

昨
年
、
芦
屋
市
入
札
監
視
委
員
会

の
意
見
書
を
参
考
に
、
指
名
業
者

選
定
基
準
を
改
正
し
指
名
業
者
の

範
囲
を
拡
大
し
た
こ
と
は
、
全
国

的
な
改
革
の
流
れ
を
事
前
に
採
り

入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
社

会
情
勢
の
中
で
、
市
内
事
業
者
の

地
域
へ
の
協
力
な
ど
社
会
貢
献
度

を
考
慮
し
た
入
札
・
調
達
方
式
導

入
も
考
え
て
い
き
た
い
。

く
ら
し
優
先
の

市
政
に
転
換
を

日
本
共
産
党

木
野
下

章

六
月
か
ら
の
住
民
税

増
税
に
市
民
は
悲
鳴
。

市
長
は
こ
の
先
四
年
間
で
、
二
百

四
十
億
円
借
金
を
減
ら
す
と
公
約
。

こ
れ
ま
で
の
四
年
間
で
百
七
十
億

円
の
借
金
を
減
ら
し
た
が
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
の
連
続
だ
っ

た
。
二
百
四
十
億
円
は
ど
こ
を
削

ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
本
市
の

借
金
の
原
因
は
公
園
と
幹
線
道
路
。

市
民
に
こ
れ
以
上
ツ
ケ
を
ま
わ
す

こ
と
な
く
財
政
再
建
を
。
負
担
増

が
続
く
市
民
の
く
ら
し
の
実
態
に

立
っ
た
施
策
へ
の
転
換
を
求
め
る
。

さ
ら
な
る
地
方
分
権

改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
対
応
し
て

い
く
た
め
の
、
新
た
な
行
政
改
革

実
施
計
画
を
現
在
策
定
し
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
各
年
度
の
予
算

に
過
度
の
財
政
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
、
公
債
費
等
の
将
来
負
担
の

適
正
化
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
現
し

て
い
き
た
い
。
新
た
な
行
政
改
革

実
施
計
画
の
着
実
な
実
施
に
よ
り
、

さ
ら
に
魅
力
的
で
住
み
や
す
い
芦

屋
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

岩園保育所で岩園保育所で

岩園保育所で岩園保育所で

愛
犬
家
の
多
い
芦
屋
に

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
を

無
所
属

寺
前

尊
文

ド
ッ
グ
ラ
ン
と
は
犬

専
用
の
運
動
場
の
こ
と

で
、
リ
ー
ド
を
外
し
自
由
に
走
り

遊
ば
せ
る
こ
と
で
、
運
動
不
足
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
の
解
消
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。
苦
情
が
多
い

吠
え

声

の
問
題
も
ス
ト
レ
ス
に
起
因

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
芦
屋
市
民

の
犬
の
飼
育
率
は
高
く
、
愛
犬
と

快
適
に
共
生
す
る
た
め
に
、
犬
が

十
分
運
動
の
で
き
る
場
所
も
必
要

で
あ
る
。
市
内
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
の

設
置
を
提
案
す
る
。
そ
の
場
合
、

ど
ん
な
課
題
が
考
え
ら
れ
る
か
。

公
園
内
へ
の
ド
ッ
グ

ラ
ン
設
置
に
は
、
安
全

上
・
衛
生
上
の
問
題
か
ら
、
広
い

敷
地
と
子
供
が
遊
ぶ
場
所
と
ド
ッ

グ
ラ
ン
を
仕
切
る
フ
ェ
ン
ス
が
必

要
で
あ
る
。
予
防
注
射
の
確
認
や
、

し
つ
け
が
さ
れ
て
い
な
い
犬
の
取

り
扱
い
等
管
理
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

も
必
要
で
あ
り
、
市
内
の
公
園
へ

の
設
置
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
犬

の
鳴
き
声
等
の
苦
情
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
る
中
、
民
家
と
近
接
し

た
市
街
地
へ
の
施
設
設
置
は
非
常

に
困
難
と
考
え
て
い
る
。

親
学
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を

公
明
党

徳
田

直
彦

し
つ
け
を
含
め
た
家

庭
教
育
が
で
き
な
い
親

が
増
え
て
い
る
こ
と
が
、
既
に
社

会
問
題
化
し
て
き
て
い
る
。
家
庭

教
育
に
目
を
向
け
る
余
裕
が
な
い
、

あ
る
い
は
教
育
の
原
点
は
家
庭
に

あ
る
と
の
認
識
が
欠
如
し
た
保
護

者
に
対
し
、
親
学
セ
ミ
ナ
ー
を
設

け
て
は
ど
う
か
。
幼
稚
園
、
小
中

学
校
等
で
の
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
で
あ
る
。
親
学
は
、
親
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
学
び
、
子
育

て
の
責
務
や
そ
の
楽
し
さ
な
ど
を

学
ぼ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

家
庭
の
教
育
力
向
上

に
は
、
住
民
、
家
庭
、

企
業
等
の
地
域
の
関
係
者
全
て
が

当
事
者
意
識
を
持
っ
て
社
会
総
が

か
り
で
子
供
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

家
庭
教
育
支
援
の
取
り
組
み
で

は

幼
稚
園
に
出
か
け
る
幼
児
教

育
講
座

等
で
の
啓
発
や
学
習
機

会
の
提
供
、
ま
た
、
父
親
が
参
加

し
や
す
い
土
曜
日
の

こ
ど
も
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
、
親
と
子

の
触
れ
合
い
の
時
間
の
中
で
、
両

親
教
育
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

芦
屋
市
の
リ
ー
ド
で

環
境
保
全
を
さ
ら
に
推
進

公
明
党

帰
山

和
也

本
年
二
月
の
国
連
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
に
よ
る
と
、
地
球
温
暖

化
は
人
に
よ
る

２
な
ど
の
排

出
が
原
因
で
、
最
近
五
十
年
で
急

速
に
進
ん
だ
と
の
こ
と
。
焼
却
の

際
生
じ
る

２
削
減
と
、
焼
却

炉
の
延
命
の
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
う
ち
発
泡
ト
レ
イ
の
分

別
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
環
境

配
慮
型
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
し
て
購
入
す
る
グ
リ
ー
ン
購
入

の
実
施
状
況
と
効
果
は
ど
う
か
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
分
別
収
集
と
リ
サ
イ

ク
ル
は
、
収
集
体
制
や
施
設
整
備

等
の
課
題
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
実
施
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
購
入
の
平
成
十

七
年
度
の
実
施
状
況
は
、
実
施
し

た
が
六
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
一

部
実
施
が
三
〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
そ
の
効
果
は
、
環
境
配
慮
商

品
購
入
が
供
給
側
企
業
に
も
環
境

負
荷
の
少
な
い
製
品
開
発
を
促
し
、

経
済
活
動
全
体
を
変
え
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

留
守
家
庭
児
童
会
の

充
実
に
つ
い
て

新
社
会
党

山
口
み
さ
え

児
童
会
は
子
供
た
ち

の
安
全
を
守
る
た
め
の
、

法
的
な
最
低
基
準
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
。
公
的
責
任
と
財
政
措
置

の
観
点
か
ら
も
、
児
童
福
祉
施
設

と
し
て
規
定
し
本
市
の
条
例
も
改

善
し
な
け
れ
ば
、
各
学
級
間
の
格

差
は
是
正
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
児
童
会
が
マ
ン
モ
ス

化
し
、
施
設
や
児
童
定
数
の
抜
本

的
見
直
し
が
必
要
と
思
う
が
。
す

ぎ
の
こ
学
級
や
な
か
よ
し
学
級
は
、

詰
め
込
み
過
ぎ
て
危
険
だ
。
部
屋

の
拡
張
は
急
務
で
あ
る
。

留
守
家
庭
学
級
は
、

男
女
共
同
参
画
行
動
計

画
や
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

で
も
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
て
お
り
、
子
供
た
ち
が
安
全
で

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
可
能

な
範
囲
内
で
意
を
用
い
て
き
た
。

施
設
整
備
、
学
級
の
定
員
、
指
導

員
の
確
保
等
は
、
必
要
な
範
囲
内

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
か
よ
し

学
級
、
す
ぎ
の
こ
学
級
で
は
、
来

年
度
以
降
も
入
級
希
望
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
保
育
室
の

拡
幅
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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